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何の科目だったか忘れましたが、ある参考書に「本当に力をつけさせたいのなら、教えるのをやめなさい」という言葉が載っていたのを時として思い出すことがあります。
　逆説的とも思える表現ではありますが、この言葉は一から十まで教わることしか頭にない生徒への警鐘と言えなくもないといった気がして、不思議と頭の片隅に残っております。
　「教えるのをやめなさい」という言葉が言おうとしている真意は、人を頼らず自主的に取り組まなければ学力を身につけることは困難だということです。
例えば、英語の場合、英語が苦手だという生徒に接し一番強く感じることは、覚えるのを苦痛とし覚える努力を怠っているということです。覚えるのは自分の守備範囲で、周りが覚えるようどれほど進言しても、当の本人が覚えるだけの取り組みをしない限り英語を得意にすることは困難です。
いったん覚えてしまえば、この科目ほど安定して点の取れる科目はないのですが……。

　数学など理数系が苦手という生徒の場合で言えば、問題に対する取り組みの甘さです。
　算数、数学の場合、初めて習う単元であれば、内容が十分理解できるまで懇切丁寧に指導し、豊富な問題演習でしっかり定着させる必要があります。しかし、問題は次のステップです。
　一から十まで教わろうとする生徒は、少し難しい問題に出会った時、わからないとすぐに投げ出してしまう傾向が強くあります。小学算数でいえば、単位量、割合の問題、中学数学でいえば、方程式の応用、関数、図形の証明、空間図形などの単元です。
　私は定期テスト前など生徒に「よい質問を持ってきなさい」と言うことがあります。
質問一つでその生徒が勉強に対し、どんな取り組みをしているかおおよその見当がつきます。
よい質問の場合「これは確かに簡単には解けない問題だ」と納得できます。
このような生徒の場合、こう考えてこうすれば解けるのではとヒントを与えると、本人がそれまでに培った思考力を働かせ、理解し、納得してくれて、十分な手応えを感じとることができます。

　悪い質問の典型は、すぐに難しいと決め込み、わからないと弱音を吐き、教えてほしいと持ってくることです。以前に何度か説明しその時点では納得できた内容さえ頭から抜けていることもよくあります。わからないのではなく、きちんと読んで考えればわかることを自分でわからなくしている面があります。原因は取り組みの甘さで、これを改めないと同じところで空回りばかりしてしまいます。
　一から十まで教わるだけでは誰もが解ける簡単な問題しか解けず、多種多様な応用問題に対応する力はつきません。本当の力をつけるには、時には突き放し、とことん問題に向き合わせ、自力で解かせる必要があります。「教えるのをやめなさい」が言わんとするところはまさにそこです。
教えるのをやめることが生徒の自主性、応用力を育て、プラスに作用することは多々あります。
　春期講習ですが、強制ではなく例年同様、平常授業は継続のまま、希望者対象に実施致します。
春期講習の期間は、夏期講習のように長いスパンで取り組むことはできませんので絞り込んでやる必要があります。加えて、受け身ではない自主的な取り組みが絶対条件となります。
　英語など積み重ねができていないと次のステップへ進むのが困難な科目を苦手としている人の場合、それまでの内容をしっかり復習し、身につけないとさらにその先で苦労が待っています。

　数学などの場合は、一学期の学習内容は比較的取り組みやすい内容が多く、先取り学習でどんどん問題を解かせ、自信をつけさせることで取り組みに意欲を持たせ、次につなげることができます。　
　一学期の先取り学習か、前学年で苦手とした分野の復習か、どちらでも選べます。
